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領 域 概 要 

 

科学の目的は、自然界に潜む隠れた法則性を見出し、その法則性を取り込む

新たなパラダイムを構築することである。結晶では実現し得ない高対称性を

有する準結晶の発見は結晶学にパラダイムシフトをもたらしたが、物理学の

パラダイムシフトには至っていない。３次元準結晶は６次元周期結晶の３次

元断面構造であり、構造を記述するには「補空間」と呼ぶ別の３次元空間が

必要となる。本研究領域は、補空間におけるデータ科学を創成・活用し、半

導体・セラミックス・ポリマー準結晶、及び、磁性・量子臨界・超伝導準結

晶などの新たな準結晶を創製し、異常高温比熱や異常熱伝導をはじめとす

る、結晶では不可能な、高次元や高対称と密接に関連する諸物性を明らかに

する。また、実空間では複雑怪奇な準結晶の原子的挙動、磁気・電子・フォ

ノン状態等を補空間で明快に記述することで、複雑な秩序に潜む隠れた法則

性を高次元空間において描き出し、新たな物質科学を創出する。 
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 本研究領域は、高次元対称性（正 10 回対称性や正 20 面体対称性）をも

ち、無限周期性とは相容れない構造をもつ新たな準結晶を創製し、結晶では

不可能な諸物性を明らかにするとともに、実空間における複雑怪奇な準結晶

の原子的挙動、磁気・電子・フォノン状態等を補空間で明快に記述すること

で法則性を描き出し、新たな物質科学を創出することを目指している。 
 これまでの実績に基づいて材料科学、物質科学の新たなパラダイムを構築

し、新分野創成を目指す野心的かつ魅力的な提案である。研究計画は良く練

られ、学際的なアプローチが明確であり、本研究領域でしか得られない、結

晶系とは異なる現象・機能の創出や、従来の物質観を越える新概念の確立が

期待される。また、適切な人員配置と体制構築がなされており、若手研究者

の育成についても期待できる。 
 一方で、データサイエンスの活用による記述子の発見や新規の材料合成は

必ずしも容易ではなく、特に実績の少ない非金属系に拡張する場合、材料固

有の問題への取組が必要となることも想定されるため、構造解析、物性解析、

予測の各計画研究間の連携やサイクルが適切に回るよう、更なる工夫が望ま

れる。 
 

 


